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ミ
ン

セ足

中
国
を
中
心
に
点ア
ジ
ア
の

政
治
と
凶
際
関
係
を
研
究
す
る

私
に
とっ
て、
モ
ン
ゴ
ル
は
欠

くこ
との
で
き
ない
地域に
なっ

て
い
る。

そ
の
よ
う
な
モ
ン
ゴ
ル
は、

弘
何
人
に
とっ
て
も
組い
山
深

天ん）てつ（そ蒼口守立� 6 

い
同
で
あ
り、
昨
瓦
の
秋
間
以

「モ
ン
ゴ
ル
友
好の
旅」
に
参
加

す
る
以
前に
も、
す
で
に
何
回

かモ
ン
ゴ
ル
を
必川し
て
い
る。

最
初の
モ
ン
ゴ
ル
訪
問
は一

九
七
日
年の一
川
で
あっ
た。

訪
問の
け
的は
「
中ソ
対
立
と

現
代
l
戦
後ア
ジ
ア
の

再考察」

と
題
す
る
私の
博
LL
学
位
論
文

の
た
め
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
で

あ
り、
モ
ス
ク
ワ
lウ
ランパ
ー

ト
ル
｜
北
京
を
約三
迎
聞か
け

て
巾
身
旅
行し
た。
wl
時の
般

し
い
中ソ
関
係
を
現
場
で
体
験

し
たい
とい
うの
が
日的で
あっ

た
が、
で
は
こ
れ
ら
三
カ
吋
坊

山の
ヴ
ィ
ザ
（
査
証）
を
ど
う

取得す
る
か
が
難題
で
あっ
た。

川
本
外
抗
省の
友
人の
協
刈
で

ま
ず
モ
ス
ク
ワ
で
モ
ン
ゴ
ル
行

き
の
σ
ィ
ザ
を
取
り、
飛
行
機

の
故
防
で
厳
寒の
シベ
リ
ア
は

プ
ラ
｜
ツ
ク
で一
夜
を
過ご
す

顧問

な
ど
し
て、
ウ
ラ
ンパ
l
ト
ル

の
中
国
大
使
館で
北
以
行
き
の

ヴ
ィ
ザ
を
手
に
入
れ
た。
ウ
ラ

ンパ
l
ト
ル
は
が
ド
問
O
位
前

後
で、
カ
メ
ラ
を
船
る
だ
け
で

手が
下
切
れ
そ
う
で
あっ
た。

こ
こ
に
似せ
た
ス
ケッ
チ
は、

現
在
で
は．大
輩
で
世
わ
れ
て
い

る
何
名
な
ガ
ン
ダ
ン
テ
グ
チ
ン

リ
ン
JJで
あ
る
が、
た
ま
た
ま

ラマ
的
が
抗
経
し
て
い
る
山以
内

に
も
入
る
こ
と
が
出
米、
払の

リ
山がモ
ン
ゴ
ル
科川a十ア
カ
デ

、、
l
正
而
の
巨
大
なス
タ
ー
リ

ン
倣と
と
も
に、
『朝日ジ
ャ
ー

ナ
ル』
な
ど
に
掲
峨
き
れ
た。

当
時
は
ゴ
ピ
砂
漠一
舟
に
ソ
辿

市
が
川脱
出
し
て
い
て、
よ
う
や

く一
円
半
か
け
て
巾
国
と
の
凶

境
駅ザ
ミ
ン
ウ
デ
ま
で
来た
と

い
う
の
に、
外
国
人
容
は
弘一

人
な
の
で
「
敵
地に
行
くの
か」

と
ば
か
り
国
防
で
は
モ
ン
ゴ
ル

側の
検
閲
が
厳
し
く、
な
か
な

か
出
境
さ
せ
て
く
れ
ない。
同

士
論
文の
草
稿
を
携
行し
て
い

た
の
で
没
収
さ
れ
は
し
ない
か

と
ひ
や
ひ
や
し
た
の
だ
が、
論

文
を
逆
さ
に
し
て
見
て
い
た
の

で一
安
心、
数
時
間
後
に
列
巾

は
中
間
側の．一
辿
（
ア
ル
リエ

ン）
に
行き、

ほっ
と
し
た

こ
と
を
覚
え

て
い
る。
そ

こ
か
ら
δ
ら

に一
円
山ド
か

＋J
T、b七日，he」

I－
」
』
』

山門わけい
た
の
で

あっ
た。

二
度
口の

モ
ン
ゴ
ル
訪
川
は一
九
八．－
年

兵
で
あ
り、
こ
の
と
き
は
ナ
ホ

ト
カ
で
聞か
れ
たバ
シ
フイ
ツ

ク・
セ
ミ
ナ
ー
の
川
述、
イ
ル

ク
1
ツ
ク
経
由
で
ウ
ラ
ンパ
ー

ト
ル
へ
行き、
そ
こ
か
ら
北」以

ま
で
や
は
り
国
際
列
市
で喧．一
日

か
け
て
到
打
し
た。
こ
の
と
き

同
行
し
た
家
内
は、
日附
凶
後に

雑
誌
『
正
論』
に
モ
ン
ゴ
ル
は

聞
記
を
辿
岐し
た
ほ
ど
だ
か
ら、

ま
だ
モ
ン
ゴ
ル
は
泣い
国だっ

た
の
で
あ
ろ
う。
八
川
ボド～勺

た
の
に、
草
原
は
すっ
か
り
秋

の
以
配で、
か
な
り
窓かっ
た。

二一
同
Uの
モ
ン
ゴ
ル
は一
九

九
六
年
丘、
ウ
ラ
ンパ
l
ト
ル

で
凶
際モ
ン
ゴ
ル
学
者
会
議
が

聞
か
れ
た
と
き
で
あっ
た。
当

時
私
は
い以
京
外
国
語
大
学
学
長

で、
わ
が
国の
モ
ン
ゴ
ル
学の

縦
城・
小
滞
市
川内
心h
件
数
授
が

同
会
議の
会
長
だ二→
た
こ
と
も一

あ
り、
こ
の
会
活噌
い
さ
さ
か一

助
成
を
し
た
か
ら
い
あっ
た。
一

「
文
明の
生
態
史
』
で
知
ら一

れ
る
悔
仰
山
に
光
叫
が
同
会
議－

oh
持
会
以に
抑
併
さ
れ、
失
明

さ
れ
て
い
た
伺
に
弁
ラコ
ル
ム

ま
で
辿
山聞を
山いで
十附さ
れ
た。

大
学
で
の
モ
シ
ゴ
持
訴
専
攻
か

ら
大
学
院
で
わ
ト
骨
コ
諸
国
研

究にい恥じ
てい
た
払のいい民
化は、

梅
悼
先
生に
偶
然
．巾
で
お
会

い
し
た
と
はγ
准
し
モ
い
た。

阿
川
ハの
ト内
川ι、．．． 
年前、

秋
m
に
新
投
さ
れ
舟
国
際
教
益

大
学
がモ
ン
ゴ
ル
犬
文
大
学
と

交
流
協
・泌
を
結ぶ
ιめ
で
あ
り、

け
院の
郎
作
で一
什
し
か
仰
向

で
き
な
かっ
た
が、一
そ
の
成
果

と
し
て
モ
ン
f
ル
か
ら
悦
禿
な

留
学
生
を
受リ
人
骨
る
こ
と
か

で
き
る
よ・つ
に
な→
た
羽
化

はい以
外
六
時
代
か、サ
の
知
広
で

あ
る
T－
3・
ヵ
占f
ツ
ォ
グ
学

長の
モ
ン
ゴ
ル
凶
堂
大
学
か
ら

も
同
学
引
が
米
て
肘
る。

こ
う
し
て
昨
丘骨
冗
川
口の

モ
ン
ゴ
ル一灯、」
と
苛っ
た
の
で

あ
る
が、
昨
人
な
市
川
でAI
は

伶
大
な
民
族
克
服
で
し
て
復
権一

し
て
い
るチ
’ギ
骨
ハ
l
ンを
一

思い、
モ
ン
ゴ
ル
．
同
八
斤
年』

祭の一
端
に
寺
町
、
城
知
引
を一

は
じ
め
秋
川
県の
一
δん
と
二

特に
参加
す
久こ
与が
で
き
て、．

本店ー
に
よ
か口
た
合
川、いっ
て
い

る。

i::r 

日

本
の

医
療
に

感
心

樹

パ
ギ
ー
さ
ん
の
ご
両
親
来
日

常明
治山

病
院
を
視
察

父
は
医

：＝師

モ
ン
」
ル
国ウ
ラ
ンパ
l
ト

ル
市ス
／パ
l
ト
ル・
ヘ
ル
ス

セ
ン
タ
ー口町一の
オニ
オ・
パ
ヤ

ンパ
l
氏－
冗
ヒ
政）
と
夫
人

ス
レ
ン
じん，
（
江
川
政）
が．六

川
ド
何
本片山、
問
月
七
円
ま
で

ほ
ぼ．
f細川…
開
化
し
た。
こ
の

川則、
主
ふJ』
市
町
聞い下
ら
が
欧

ll
f，
uoヰ
’
11d

白；
1

持
し
た
ホ日
た
職
業
上、
医
山町

砲
設
をい悦・何
小
し
た
い
とい
う
要

！も
J
F
、、
火川恥ド
LLP一日付

－v
b
J
7

4
f
b
r
h
 

院
と
印
仏間
百出
副
会
長
経
常の

生
和
堂
弘昨
一
を
案
内
し
た。

Mごし人H
A
は
同
線
数
民
大
学

日
本a
八
は
同
民
族

中
嶋
嶺
雄
（れな
か
じ
ま
・

み
ね
お）
協
会一則
州。
凶
際
救

長
大
学
m十山市
広・
叫
長。
国
際

社
会
学
丹、
社
会川＼
同
t。
山川

UEパペト
吋川a月J＼会JJE－－Z
4
1

23khuf川J
つ
4L
g
h
－

内
閣
教
行
州
生
会川市
白
識
育
委一
シ
ベ
リ
fH

目。
現
代
中一問
主
「
凶
際
凶

一
た
ち
が、
ナ

係
品t
な
とvn
A
多
数。

一
て、

，
M比
肱
は
ア
フ
リ
カ

ム
し、
京へい県へ
と

7
ジ
ア
に
至っ
た。

’
年
前、
そ
の
こ
ろ

～
凶
作ば
し
て
い
た
人

ウマ
ン
ゾ
ウ
を
迫っ

～
移
動
し、
氷
河
則

モ
ン
Jd山

大
陸
で川崎山

作
品川
し、
マ

．
万
政ザト

さ－U戸

の
向川
学
中パ
ヤ
ン
パ
1・
パ

ヤ
ル
カ
ム
（パ
ギ
l）
さ
ん

の
ご
両
親
で、
パ
ギ
ー
さ
ん
の

関
学
生
前の
検
分
を
状
ね
て、

医
師
で
あ
る
父のパ
氏
（
りは

高
校
教
師）
が
日
本の
医
学
界

の
現
状
を
知
り
た
い
と
米
日
し

た。池
田
謙」いけ
が
務
町
長
ら
の
案

内
で
三
月二一
十
日、
大
仙
市
西

仙
北の
冷ぃ’判
官
医
院
を
訪
れ
た

際に
は、
個
人
医
院の
悟っ
た

診
療
施
設
に
感
心
す
る一
点、

医
師の
多
忙
さ
に
飽い
た
悦
子

で
減
結
し
た
間
宮
海
峡
を
被っ

て
サハ
リ
ンへ、
宗
谷
海
峡
を

総
て
北
海
辺へ、
ま
た
州
悦
海

峡
を
も
越
え
て
本
州へ
と
進
み、

円
本
列
nMの
先
民
民と
なっ
た。

こ
ん
な
訓
が
説
得
hM
を
持つ

よ
う
に
なっ
て
い
る。

H
本
人の
多
く
は
況
に
モ
ン

ゴ
ルハ
ン
を
もっ
て
供
ま
れ
て

米
る。
い
ず
れ
に
せ
よ、
日
本

とモ
ン
ゴ
ル
は
祖
先
を
同
じ
く

す
る
こ
と
は
川
巡い
な
い。

よは伊藤医院を訪れた際のパヤンパーご夫妻。

左端はパギーさん、 下は秋田日赤病院で宮下院

長を囲んで記念彼影。 後ろは通訳として同行し

た留学生のオノンさん（左）とパギーさん

だっ
た。

ま
た
内
川
三
日、
杉
湖
民
常

任
理
事
同
伴
で
秋
岡
赤
十
字
病

院
を
視
察の
折
は、
宮
下
正
弘

院
長
（
協
会
参
う）
が
れ
ら
院

内
を
案
内
し
て
説
明
し
た
が、

近
代
化
さ
れ
た
投
備
や
充
実
し

た
医
協ス
タッ
フ
に
「こ
れ
ま

で
ア
メ
リ
カ
やロ
シ
ア、ぃ山
市

ア
ジ
ア
の
国々
をい
ろ
い
ろ
視

察
し
た
が、
円
赤
が
仙一u川」
と

祈
り、
熱
心
に
メ
モ
を
取っ
て

、
た。編

集
室
か
ら

6
り
を
お
川
け
で
き
て
ほっ

と
し
て
い
ま
す。

昨
年
夏の
『
友
好の
旅』
を

終
え
て、
な
に
か
大
き
な
山
を

越
え
た
よ
う
な
感
じ
で、
張
り

詰め
て
い
た
気
持
ち
が、
緩
ん

で
し
まっ
た
よ
う
に
思
え
て
な

り
ま
せ
ん。

し
か
し、
協
会
は
今
が
大
事

で
す。
結
成
し
て
実
質三
年
目。

協
会の
品
礎
を
問め
る
時
で
す

か
ら、
試
合
を
入
れ
位
し
て
が

ん
ば
り
ま
す。

今
川．一
ト
じ
円
の
総
会
に
は

ト八
釣の
会
μの
ご
参
加
会
期
待

し
て
お
り
ま
す。
あ
な
た
も
ぜ一

ひ
ご
山
山
く
だ
さ
い。
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